
規

則

告

示

平成™š年 月š—日 金曜日 第œ�œ—号官 報

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
四
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組

織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

竹
島

一
彦

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
年

公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
二
十
九
人
」
を「
三
十
一
人
」

に
改
め
る
。

第
二
条
の
八
第
一
項
中
「
三
百
二
十
二
人
」
を
「
三
百

二
十
八
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
鳥
取
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
三
十
一
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
御
臨
席
、
併

せ
て
地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
十
月
二
十
九
日
か
ら

同
月
三
十
一
日
ま
で
同
県
へ
行
幸
啓
に
な
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

登
記
事
務
委
任
規
則
の

平
成
二
十
三
年
十
月
十
一

一
部
を
改
正
す
る
省
令

日

（
平
成
二
十
二
年
法
務
省

令
第
二
十
九
号
）
の
規
定

に
よ
り
そ
の
商
業
登
記
の

事
務
（
岡
山
地
方
法
務
局

真
庭
支
局
の
管
轄
に
属
す

る
事
務
に
限
る
。）が
岡
山

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
岡

山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

〇
金
融
庁
告
示
第
八
十
七
号

リ
ラ
イ
ア
ス
タ
ー
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・

カ
ン
パ
ニ
ー
が
日
本
に
お
け
る
保
険
業
を
廃
止
し
た
こ
と

に
伴
い
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
同
社
の
同
法

第
百
八
十
五
条
第
一
項
の
外
国
生
命
保
険
業
免
許
が
そ
の

効
力
を
失
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
百
七
十
四
条
第
四
号
の

規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

〇
金
融
庁
告
示
第
八
十
八
号

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ

ン
パ
ニ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法

律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に

お
け
る
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表

者
の
氏
名
及
び
住
所

神
戸

博
幸

埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
市
南
六
丁
目
九
番

十
二
号

九
百
十
五
号

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
三
十
一
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
七
条
の
十
七
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会

福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
十
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
募
金
会
が
平
成
二
十
三
年
十

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
募
集
す

る
次
の
寄
附
金
を
寄
附
金
税
額
控
除
額
の
控
除
の
対
象
と

な
る
寄
附
金
と
し
て
承
認
し
、
平
成
二
十
四
年
度
分
の
個

人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
す

る
。平

成
二
十
三
年
九
月
三
十
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

社
会
福
祉
事
業
又
は
更
生
保
護
事
業
を
営
む
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
す
る
者
の
こ
れ
ら
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る

土
地
、
建
物
及
び
機
械
そ
の
他
の
設
備
の
取
得
若
し
く
は

改
良
の
費
用
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る
経
常
的
経
費
に

充
て
る
た
め
の
寄
附
金

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
四
十
九
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
同
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二
号
、
抵
当
証

券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二
十
二
号
）
第

二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録
規
則
（
昭
和

三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条
第
五
項
第
二

号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七

年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用
動
産
抵
当
登

記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十

六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記
規
則
（
平
成

十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日法

務
大
臣

平
岡

秀
夫

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

一
日

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
三

年
法
務
省
令
第
二
十
八

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
さ
い

た
ま
地
方
法
務
局
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
当
該
法
人
の
申
請

又
は
請
求
が
あ
っ
た
場
合

の
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

川
越
支
局
、
鴻
巣
出
張
所

及
び
本
庄
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

日

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
三

年
法
務
省
令
第
二
十
八

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
大
阪

法
務
局
北
大
阪
支
局
に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
当
該
法
人
の
申

請
又
は
請
求
が
あ
っ
た
場

合
の
大
阪
法
務
局
池
田
出

張
所

第
十
条
の
四
の
二
第
三
号
、
第
十
条
の
十
二
の
二
第
三

号
及
び
第
十
条
の
十
六
の
二
第
三
号
中
「
財
団
法
人
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
」
を
「
一
般
財
団
法
人
持
続
性
推
進

機
構
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
九
号

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

会
計
検
査
院
長

重
松

博
之

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
（
昭

和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
局
厚
生
労
働
検
査
第
二
課
の
事
務
分
掌
事
項

欄
中
「
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
、

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
並
び
に
独
立

行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
並
び
に
独
立
行
政
法
人
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。人

事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
e

六
（
俸
給
の
調
整
額
）
の
一

部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
九
e

六
e

七
二

人
事
院
規
則
九
e

六
（
俸
給
の
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
e

六
（
俸
給
の
調
整
額
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
八
号
中
e
を
Ĉ
と
し
、
b
か
ら
d
ま
で
を

c
か
ら
e
ま
で
と
し
、
a
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

b

臨
床
工
学
技
士

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
三
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

一

名

称

ゴ
ラ
ン
高
原
派
遣
輸
送
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

ま
で

三

派
遣
人
数（
概
数
）
四
十
五
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ス
ラ
エ
ル
国
及
び
シ
リ
ア
・

ア
ラ
ブ
共
和
国

š
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